
２０２２年度オンライン英語セミナーシリーズを開催しました 

 

国際共共拠点２０２２年度オンライン英語セミナーシリーズを１１月１０日、２４日、１２月１日

の３日間にわたり開催しました。 

 

本シリーズでは、セミナーの講師をいただく静岡県立大学准教授ホーク先生が日本で２６年間にわ

たり科学英語教育に尽力される中で、特に重要と考えられる３点「Presentations」「Writing」「Oral 

Communication」に注目し、各回、テーマ毎の教材をもとに９０分の講義とグループワークを行い

ます。 

 

２０２２年度シリーズ初回のテーマは「Presentations」でし

た。ホーク先生は各スライドの主となるアイデアをタイトル

に十分に盛り込むことが重要と伝え、良い例・悪い例を交互

に紹介することで参加者の理解を深めました。また、学会参

加者の第一言語が英語ではない場合も多いことから発表時の

コツとして、スライド内の表現を原文のまま読み上げると聞

き手はその内容を視覚・聴覚で受け取ることが出来、発表内

容をより理解出来ると伝えました。 

 

シリーズ第二回のテーマ「Wiring」では、科学論文執筆に関する基本事項の確認に加え、応用事項

を紹介しました。その中でも、日本人英語学習者が特に苦手な文法上の問題である「ゼロ冠詞」に

ついて、特定の名詞に冠詞「a」が使えないという性質をホーク先生は詳しく説明しました。参加

者は例文の間違い探しを練習することで理解を深めました。 

 

シリーズ最終回のテーマは「Oral Communication」で

した。学会発表を想定し、自己紹介と質疑応答への対

応、回答に窮した際にどうするかなど、実践的なコツ

が紹介されました。参加者は正しく簡潔な自己紹介や

適切な質疑応答の練習として、それぞれ自身の所属と

研究分野を一人ずつ紹介し、互いに質問・回答を交わ

しました。皆、流暢な参加者でしたが質疑応答グルー

プワークにおいて円滑に言葉が続かないこともあり、

ホーク先生はそういった際、自身の思考中に場を沈黙させないためのフレーズなども紹介しました。

参加者はアクティビティを通じて、学会での研究発表には英語力に加え、状況に応じた適切なコミ

ュニケーションが重要であることを再確認しました。 

 

2022 年度は総じて英語習得レベルの高い参加者が集まりましたが、本セミナーシリーズはどのよ

うな水準の方にもわかりやすく、役に立つよう作られています。現在の習得レベルに関わらず英語

力を向上させたい方々、是非ご参加ください。2023年度のシリーズ開催に向け、より効果的なセミ

ナーにするためのご意見をお待ちしています。 

 


